
こども安全対策分科会 
 

課題１ 

＜乳幼児＞ 

・０～４歳の救急搬送件数が多い 

・養育者のヒヤリハット経験が多い 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

養育者への

啓発 

① 実施者・協働者 

区役所、保育施設、地域子育て支援拠点、地域

の訪問員、分科会委員 

 

② 対象 

主に０歳から４歳児の養育者 

 

③ 実施内容 

・事故予防啓発用の 

クリアファイルやリーフレットの配布 

・地域育児教室での保健師による 

ワンポイントアドバイスの実施 

・乳幼児健診時での 

事故予防チェックリストの配布 

・事故予防に関する養育者向けアンケートの実

施 

 

④ 過去一年間の改善点 

養育者向けアンケートについて、３歳児の回答

結果をとりまとめたことで、養育者の意識・行

動の経年による変化を把握することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

≪配布数≫ 

ファイル：366部 

リーフレット：709部 

≪参加者数≫ 

296人 

≪配布数≫ 

2,182人 

≪回答者≫ 

４か月児：145人 

１歳６か月児：131人 

３歳児：127人 

 
  

別 紙 

指標３・４ 



 

 
 

  

課題２ 

＜学齢期＞ 

小学校内で起きた事故は大人の目が行き届かない 

「休憩時間」に発生することが多い 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

子どもへの

注意喚起（Ｋ

ＹＴ（危険予

知トレーニン

グ）の実施） 

① 実施者・協働者 

子ども会、分科会委員、区役所 

 

② 対象 

主に小学生、ＫＹＴ指導者（地域の方） 

 

③ 実施内容 

・分科会委員がＫＹＴ講習会を体験する機会を

設け、それぞれの所属団体の取組への活用を検

討 

・子ども会や放課後施設を中心にイベント開催

時に合わせたＫＹＴの実施 

 

④ 過去一年間の改善点 

ＫＹＴの実施が浸透している放課後施設（市立

小学校に設置）からの要望を受け、新たなＫＹ

Ｔツールを作成したことで、子どもたちがマン

ネリ化に陥ることなくＫＹＴを継続体験できる

環境を整えることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども会 

≪実施回数≫1回 

≪参加者≫70名 

放課後施設 

≪実施回数≫24回 

≪参加児童数≫838人 



課題３ 
＜学齢期＞ 

「怖い人と出会う」のは家や学校の周辺である 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

地域の住民

による見守り 

① 実施者・協働者 

地域住民、保護者（ＰＴＡ）、区役所、分科会

委員 

 

② 対象 

主に小学生、中学生  

 

③ 実施内容 

・地域住民や保護者による登下校時の通学路の

安全見守り 

・「こども110番の家」の登録を呼びかける活動

（新入生保護者説明会や地区懇談会など） 

・小中学校でのあいさつ運動、子どもたちの地

域行事への参加 

・安全安心な地域づくりに関する学校 

（児童生徒向け）アンケートの実施 

 

 

④ 過去一年間の改善点 

取組の効果を検証するため、子どもたちへのア

ンケートを継続実施した。（地域の大人との

「顔の見える関係づくり」が進められ、安全安

心な地域であると感じているかを確認した。）

また、アンケートの実施計画を見直し、３年で

全校を一巡することとし、アンケート結果に地

域性の偏りが出ないようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参加者数≫1,700人 

 

≪登録軒数≫2,368軒 

 

 

 

≪実施回数≫ 

１回 

≪回答者数≫ 

小学５年生：286人 

中学２年生：195人 

 
 

 



スポーツ安全対策分科会 
課題１ ＜全年代＞スポーツ活動時の準備運動不足、技術不足 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

けが予防講

習会の開催 

① 実施者・協働者 

栄区体育協会、栄区スポーツ推進委員連絡協議

会、栄区青少年指導員協議会、さわやかスポー

ツ普及委員会、ＮＰＯ法人さかえスポーツくら

ぶ、スポーツ安全対策分科会 

 

② 対象 

分科会構成団体、栄区民 

 

③ 実施内容 

各団体及び分科会において講習会・講演会を実

施 

 

④ 過去一年間の改善点 

平成29年度実施の「スポーツ活動時に発生した

事故・けがに関するアンケート」の分析及び分

析結果に基づいた「運動中のけがや事故の予

防」のための具体的な取組提案業務を慶應義塾

大学スポーツ医学研究センター（注１）に委託し

た。また、その提案を区民へ広く周知するため

の講演会を実施した。 

（注１）運動中のけがや障害の予防、スポーツと健康維持

増進や疾病予防との関係について、医学・運動生理学な

ど多方面が視点から研究する施設 

≪実施回数≫ 

５回(スポーツ安全対

策分科会講習会・講

習会、栄区体育協会

研修会、栄区スポー

ツ推進委員連絡協議

会全員研修会、栄区

青少年指導員協議会

全員研修会） 

 

  



課題２ ＜20代～70代以上＞日頃の運動不足 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

ウオーキング

の推進 

① 実施者・協働者 

スポーツ安全対策分科会、区役所 

 

② 対象 

分科会構成団体、栄区民 

 

③ 実施内容 

・ウオーキングの効果を周知するチラシの配布 
 
④ 過去一年間の改善点 

・けが予防講習会の内容を記載したチラシや、

ウオーキングの効果等周知するチラシを配布し

て、ウオーキングを推進した。 

≪配布数≫4,300部 

 



交通安全対策分科会 
 

課題１ 
＜こどもの交通事故＞ 

自転車事故への対策 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

自転車ヘル

メット着用啓

発 

① 実施者・協働者 

交通安全対策分科会、区内小学校・保育園、スク

ールゾーン対策協議会、区役所 

 

② 対象 

12歳以下のこども及び保護者 

 

③ 実施内容 

・小学校・保育園への自転車ヘルメット着用を促

す啓発チラシ（区内の自転車販売店と協力し、自

転車の無料点検や、幼児・児童向け自転車用ヘル

メット割引などのサービスが受けられる特典付

き）配布 

・区内市立保育園（４園）の保護者に対し、子ど

もの自転車用ヘルメット着用率調査アンケート

の実施 

・各小学校のスクールゾーン対策協議会における

ヘルメット着用の必要性の説明 

 

④ 過去一年間の改善点 

・自転車マナーアップキャンペーンの折に自転車

用ヘルメット着用啓発チラシを配布した。 

・アンケート実施に協力いただいた保育園に着用

率調査結果を提供した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪配布数≫8,000部 

 
 
 
 
 
 
 



 

課題２ 
＜こどもの交通事故＞ 

登下校時の事故への対策 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

スクールゾー

ン対策 

① 実施者・協働者 

スクールゾーン対策協議会、自治会・町内会、栄

交通安全協会、栄交通安全母の会連絡会、各種団

体の見守り隊、栄警察署、分科会委員、区役所 

 

② 対象 

栄区内小学校（14校） 

 

③ 実施内容 

〇各校でのスクールゾーン活動との連携 

・スクールゾーン活動説明会開催 

 （学校の協議員対象に活動の概要説明） 

・学区内の危険箇所調査、要望書作成への支援 

・各校でのスクールゾーン対策協議会開催 

 （学区内の危険箇所や改善案の検討） 

   学校・地域代表、 

警察・土木事務所・区役所等の参加 

〇分科会委員への情報提供、意見交換 

・スクールゾーン対策協議会の概要、具体的な要

望内容、対応の紹介 

〇アンケート調査実施 

・区内小学校の児童登下校時における見守り活動

の実態把握 

・区役所等行政機関に貸与してほしい物品 

 

④ 過去一年間の改善点 

・児童登下校時の見守り活動の実情を把握するた

めに区内全市立小学校を対象にアンケート調査

を行った。 

・各校に横断誘導用の大旗を配布した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪改善箇所数≫ 

90箇所 

 
 



 

課題３ 
＜高齢者の交通事故＞ 

自動車事故への対策 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

高齢者交通

安全教室 

① 実施者・協働者 

栄交通安全協会、栄交通安全母の会連絡会、栄区

シルバーリーダー連絡協議会、栄警察署、分科会

委員 

 

② 対象 

65歳以上の高齢者 

 

③ 実施内容 

・交通安全教室や安全運転講習の実施 

・チェックリスト 等の結果による専門機関の受

診や免許返納の検討の促進啓発 

 

④ 過去一年間の改善点 

高齢者の交通安全教室について、分科会でほと

んど情報交換する機会がなかったので、改善して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪実施回数≫16回 

≪参加者数≫887人 

≪免許返納数≫933件 

 

 



児童虐待予防対策分科会 

課題１ 
＜地域への虐待防止啓発・親への情報提供＞ 

子育てに自信を持てず、不安を抱える母親が数多くいる 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

さかえっ子の

笑顔ひろげ

隊 

① 実施者・協働者 

主任児童委員・地域子育て支援拠点、区社会福

祉協議会、分科会委員、区役所 

 

② 対象 

地域住民、関係機関 

 

③ 実施内容 

・身近な地域に出向いての児童虐待防止啓発や

見守り活動の周知 

・子育ての相談先の啓発活動実施 

・次世代育成のための 

『赤ちゃんふれあい体験』の開催 

 

④ 過去一年間の改善点 

・子育て関連イベントを活用した啓発活動の実施 

・中学校における赤ちゃんふれあい体験の開催 

 

 

 

 

 

 

 

≪実施回数≫11か所 

≪対象人数≫1,155人 

 

≪実施校≫ 

地域育児教室版 

中学校：２校 

授業版 

中学校：１校 

≪参加者数≫ 

地域育児教室版：13

名 

授業版：248名 

こんにちは赤

ちゃん訪問 

① 実施者・協働者 

区役所、こんにちは赤ちゃん訪問員、分科会委員 

 

② 対象 

生後４か月までの乳児がいるすべての家庭 

 

③ 実施内容 

・訪問員（主任児童委員、分科会メンバーなど） 

が訪問し、地域の子育て情報を提供 

・地域での見守り活動 

④ 過去一年間の改善点 

・妊娠期からの事業周知による訪問率の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪訪問件数≫ 

618件（訪問率

87.2％） 



課題２ 
＜関係機関の連携強化・親への専門的支援＞ 

児童虐待に至るリスクを抱えている養育者が存在している 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

栄区虐待防

止連絡会 

① 実施者・協働者 

区役所 

 

② 対象 

栄区児童虐待防止連絡会委員 

・民生児童委員、主任児童委員、学校関係者、幼

稚園・保育園関係者、自治会・町内会関係者・医

療機関、教育委員会、児童相談所、分科会委員他

24団体、40名で構成 

 

③ 実施内容 

・児童虐待の現状、栄区の子育て支援、地区の

子育て支援に関する情報共有、意見交換 

 

④ 過去一年間の改善点 

・地区単位での虐待防止連絡会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪実施回数≫ 

全体会：年１回 

地区別連絡会： 

年７回（全地区） 

専門家によ

る早期対応 

① 実施者・協働者 

区福祉保健センター保健師、助産師、社会福祉職等 

 

② 対象 

主に妊娠期、乳幼児時期の子ども及び養育者 

 

③ 実施内容 

・母子健康手帳交付時の看護職による全数面接 

・母子訪問時のEPDS実施 

・EPDS高得点者及び育児不安を抱える養育者の

支援 

・児童虐待に対する早期対応、支援等 

 

④ 過去一年間の改善点 

・育児不安の軽減を図るための個別相談、教室

プログラムの見直し 

≪母子訪問員による

第１子への訪問実施

件数≫215件 

 

 

 

≪児童虐待対応件数

≫119件 

 

≪個別ケース検討会

議実施数≫ 

：73件 

 



高齢者安全対策分科会 
課題１ 高齢者の転倒・転落事故が多い 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

転倒予防に資

する取組 

 

① 実施者・協働者 

分科会委員、元気づくりステーションリーダ

ー、栄消防署、民生委員、保健活動推進員、地

域包括支援センター、区役所 

 

② 対象 

元気づくりステーション所属メンバー、元気づく

りステーション・筋トレ自主会・地域ケアプラザ

講座等の参加者、地域サロン等の参加者 

 

③ 実施内容 

・元気づくりステーションの普及 

・転倒予防の重要性や転倒予防体操実技の啓発 

・住環境改善の啓発…より啓発しやすいように

「転倒予防で健康長寿‼」ﾁﾗｼを作成。 

 

④ 過去一年間の改善点 

・転倒予防体操の啓発を新たに広げていくとと

もに、既に啓発済みの団体にも、取組の継続を

働きかけた。 

・身近な地域に転倒予防体操を広げるために、

支援者の育成を図った。支援者向けの講習会の

ほか、支援者向けの手引きを作成し、地域に広

げるための人材を育成した。  

≪グループ数≫ 

18 

≪参加人数（延べ）

≫16,168人 

 

≪転倒予防リーフレ

ット配布数≫ 

3,010枚 

≪転倒予防体操に取

り組んだ人≫ 

20,006人 

 

≪転倒予防ﾁﾗｼ（住環

境改善）配布数≫ 

691部 

 

※一部の元気 

づくりステーション

やサロンで、普段の

活動の中で転倒予防

体操を取りいれたほ

か、地域の支援者を

育成し、身近な地域

で、転倒予防体操を

実践した。 

 

 
 
 
 
 
 
 



課題２ 高齢者の冬場の溺死・溺水件数が多い 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

ヒートショック

予防の普及 

① 実施者・協働者 

高齢者安全対策分科会、民生委員、保健活動推

進員、地域包括支援センター、区役所 

 

② 対象 

ヒートショック出前講座受講者、分科会委員所属

団体、区民まつり・イベント等来場者 

 

③ 実施内容 

リーフレットやポスター、アンケ―トを活用し

たヒートショック対策の説明 

  

④  過去一年間の改善点 

自治会掲示板にポスター掲示を依頼し、多く

の人が目につきやすい場での啓発の工夫を行っ

た。 

≪リーフレット配布

数≫2,890部 

 

≪出前講座等参加人

数（延べ）≫380人 

 

 



災害安全対策分科会 
 
課題１ ＜地域防災拠点の課題＞学校との連携・実践的な訓練の必要性 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

実践的な防

災拠点訓練

の実施 

① 実施者・協働者 

分科会委員、地域防災拠点運営委員、区役所 

 

② 対象 

地域防災拠点運営委員、拠点訓練参加者（区民） 

 

③ 実施内容 

・地域防災拠点訓練への参加者増加のための啓発 

・実践的な訓練内容へのシフトの推奨 

・訓練項目の５か年計画を策定し、それに基づく

訓練の実施支援 

 

④ 過去一年間の改善点 

・地域防災拠点訓練においては、運営訓練に主眼

をおいてもらうべく、その周知を地域防災拠点連

絡協議会以外にもさまざまな場面で行った。 

・５か年計画で訓練

項目を指定したこと

により、元年度指定

項目の「避難者受付

訓練」「トイレ対策

訓練」を実施した拠

点数が増加 

 

 

 
  



課題２ ＜災害時要援護者支援の必要性＞訓練を実施しているのは一部のみ 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

災害時要援

護者支援の

取組拡大 

① 実施者・協働者 

区役所、自治会・町内会 

 

② 対象 

自治会・町内会 

 

③ 実施内容 

自治会・町内会が実施する災害時要援護者避難支

援訓練に対して、経費の一部について補助を行

う。 

また、啓発や広報のため、地域で取り組みを進め

るためのヒントやポイントをまとめた「災害時要

援護者支援ガイド（栄区版）」を作成した。 

 

④ 過去一年間の改善点 

地域での災害時要援護者支援の取組を推進してい

くため、啓発や広報を行いながら、補助金の活用

についても周知を行う。 

≪補助金を交付し、

訓練を実施した自治

会・町内会数≫ 

７自治会・町内会 

 
  



課題３ より身近な避難所の必要性 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

地域避難所

の設置及び

訓練実施 

① 実施者・協働者 

自治会・町内会、分科会委員 

 

② 対象 

自治会・町内会 

 

③ 実施内容 

地域避難所選定の推奨 

 

④  過去一年間の改善点 

自治会、町内会での防災講演等を通じて、地域避

難所の選定についても啓発を行い、地震だけでな

く風水害等様々な災害においても開設してもらえ

るように周知した 

≪地域避難所選定箇

所数≫ 

68箇所  

 

 



自殺予防対策分科会 
課題１ 自殺問題への理解と自殺予防の必要性啓発 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

啓発活動の 

展開 

① 実施者・協働者 

分科会委員、委員の所属する団体の職員、利用

者、区役所 

 

② 対象 

通勤通学者、学生の親世代、一般区民 

 

③ 実施内容 

・駅前で啓発グッズ配布 

・図書館での企画展や区民まつりでのパンフレッ

ト配布 

・他事業での説明、パンフレット配布 

 

④ 過去一年間の改善点 

・連携事業の拡大（献血事業） 

≪大船駅キャンペー

ン(３月、夕方)≫各

1,000人対象 

 

≪本郷台駅周辺キャ

ンペーン（９月）≫ 

800人 

 

≪本郷台駅前祭り、

いたちまつり、区民

まつり≫ 

600人、80人、1,371

人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



課題２ 自殺予防の担い手育成 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

ハートフル 

サポーター 

① 実施者・協働者 

区役所精神保健福祉相談担当職員 

外部講師 

 

② 対象 

・栄区役所職員のうち、新採用、転入者等 

・地域の支援者（栄区保健活動推進員） 

 

③ 実施内容 

・さかえハートフルサポーター養成基礎研修 

・地域向けメンタルヘルス講演会（感染症拡大防

止のため中止） 

 

④ 過去一年間の改善点 

・地域の支援者として保健活動推進員向けの研修

を実施した 

≪養成研修実施回数

≫３回（職員２回、

地域の支援者１回） 

≪研修受講者数≫ 

129人（職員44人、地

域支援者85人） 

≪活動への参加≫ 

19人 

 

  



課題３ 自殺のハイリスク者への介入 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

ハイリスク者へ

の支援強化 

① 実施者・協働者 

自殺予防対策分科会委員の属する機関職員等 

 

② 対象 

ア：栄区内医療・福祉等事業者など 

イ：自殺ハイリスク者 

 

③ 実施内容 

ア：メンタルヘルス支援ネットワークの実施によ

る、支援者のスキルアップ 

イ：自殺ハイリスク者向けのパンフレット、リー

フレット、カードを活用した相談支援 

 

④ 過去一年間の改善点 

・メンタルヘルス従事者専門研修をメンタルヘル

ス支援ネットワークへ統合して実施 

≪メンタルヘルス支

援ネットワーク≫ 

10月、２月 

 



防犯対策分科会 
 

課題 振り込め詐欺の増加 

プログラム 対策内容（この1年間で変更した点は「赤字」で） 2019年度の実績・成果 

振り込め詐欺

の被害者層へ

の啓発実施 

① 実施者・協働者 

自治会・町内会、栄防犯協会、栄防犯指導員連絡

協議会、栄区商店街連合会、栄区消費生活推進員

の会、栄警察署、分科会委員、区役所 

 

② 対象 

高齢者 

 

③ 実施内容 

講座・講演による振り込め詐欺の啓発、金融機関

での声掛け、区民まつりの啓発、防犯情報配信 

 

④  過去一年間の改善点 

多くの区民の方に防犯意識を持っていただくため

に啓発物品を作成し、自治会町内会や栄区民まつ

りで配布し、広く啓発活動ができた。 

 

≪講座・講演による

振り込め詐欺の啓発

回数≫50回 

 

≪金融機関での声掛

け回数≫６回（13箇

所） 

 

≪街頭キャンペーン

等の啓発≫１回 

 

≪防犯情報配信≫ 

113回 
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